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ハ
ナ
シ
は
め
ぐ
る

90
周
年
記
念
事
業
で
、
衛
生
学
初
代
毛
利
（
中
島
）
高
一
教
授
の
写
真
探
し
が
、
酵

素
反
応
速
度
論
の
レ
オ
ノ
ー
ル
・
ミ
ハ
エ
リ
ス
と
毛
利
が
１
９
２
２
年
11
月
か
ら
23
年

６
月
に
か
け
て
進
め
た
共
同
研
究
の
発
掘
に
至
っ
た
顛
末
は
、
同
窓
会
新
聞
な
ど
に

纏
め
た
﹇
１
〜
３
﹈。
ド
イ
ツ
生
化
学
の
祖
と
呼
ば
れ
た
エ
ミ
ー
ル
・
ア
プ
デ
ル
ハ
ル
デ
ン

の
提
唱
す
る
「
防
御
酵
素
説
」
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
成
果
を
上
げ
た
た
め
に
﹇
４
﹈、

母
国
で
研
究
職
に
就
け
な
か
っ
た
ミ
ハ
エ
リ
ス
は
、
昇
格
し
た
ば
か
り
の
県
立
愛
知
医

大
で
１
９
２
６
年
ま
で
生
化
学
教
授
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
﹇
５
﹈。
ナ
チ
ス
と
も
協

力
し
た
ア
プ
デ
ル
ハ
ル
デ
ン
（
１
９
５
０
年
死
去
）
の
影
響
力
は
、
ド
イ
ツ
国
内
で
は

20
世
紀
末
ま
で
残
っ
て
い
た
と
云
わ
れ
る
。

　
離
日
後
、
ミ
ハ
エ
リ
ス
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
講
師
を
経
て
１
９
２
９
年

に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
の
教
授
と
な
っ
た
。
10
年
後
に
サ
ム
・
グ
ラ
ニ
ッ
ク
が
ミ

ハ
エ
リ
ス
研
に
加
わ
り
、
そ
れ
ま
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
金
属
鉄
を
含
む
蛋
白
質
と
い
わ
れ
て
来

た
フ
ェ
リ
チ
ン
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
、
鉄
貯
蔵
能
を
持
つ
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
﹇
６
、７
﹈（
と
も
に
２
０
０
５
年
の
Ｊ
Ｂ
Ｃ
１
０
０
周
年
を
記
念
す
るJBC Classics

に
選
ば
れ
て
い
る
）。
ま
も
な
く
独
立
し
た
グ
ラ
ニ
ッ
ク
研
に
は
、
佐
野
晴
洋
（
大
学

院
時
代
の
師
匠
・
京
大
公
衆
衛
生
学
）、
ア
タ
ロ
ー
・
カ
ッ
パ
ス
（
准
研
究
員
時
代
の

代
謝
薬
理
学
研
究
室
長
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
病
院
長
）、
佐
々
茂
（
助
教
授
〜
客

員
教
授
時
代
の
血
液
生
化
学
研
究
室
長
）
と
私
の
３
人
の
師
匠
た
ち
が
在
籍
し
、
鉄
、

ヘ
ム
代
謝
研
究
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
い
た
。
全
く
の
偶
然
で
は
あ
る
が
、
３
人
の
師
匠

を
介
し
て
私
の
大
師
匠
に
あ
た
る
グ
ラ
ニ
ッ
ク
（
大
学
院
２
年
目
の
４
月
29
日
に
亡
く

な
っ
た
の
で
面
識
は
な
い
）
は
、
本
教
室
初
代
の
毛
利
高
一
と
兄
弟
弟
子
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
余
談
な
が
ら
、
１
９
９
８
年
７
月
24
日
未
明
、
北
大
の
教
授
に
選
ん
で
戴
い

た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
た
の
も
、
客
員
と
し
て
佐
々
研
滞
在
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
写
真
１
）

　
グ
ラ
ニ
ッ
ク
研
で
の
鉄
、
ヘ
ム
代
謝
研
究
の
ル
ー
ツ
を
遡
る
と
、
ポ
ー
ル
・
エ
ー
ル

リ
ッ
ヒ
研
で
の
ミ
ハ
エ
リ
ス
の
仕
事
に
辿
り
着
く
こ
と
に
な
る
。
今
も
学
生
実
習
で
用

い
ら
れ
る
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
細
胞
質
の
酸
化
還
元
の
差
を
利
用
し
た
ヤ
ヌ
ス
・
グ

( 写真 1)　1998 年 7月 24 日午後 7時ころ（米国東部時間）ロックフェラー大学ファカ
ルテイ・クラブにて佐々研のメンバーと。左から二人目佐々茂先生、シャンパンの後ろ右
から三人目が筆者。
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リ
ー
ン
に
よ
る
超
生
体
染
色
で
あ
る
﹇
８
﹈。
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
で
始
ま
り
、
い
っ
た

ん
細
胞
質
に
移
行
、
再
び
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
に
戻
っ
て
合
成
が
完
了
す
る
ヘ
ム
は
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
系
＝
呼
吸
鎖
の
主
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
、
呼
吸
鎖
の
最
後
の
反
応
を
担
い
、
ヘ
ム
を
１
つ
の
構
成
要
素
と
す
る
巨
大

分
子
チ
ト
ク
ロ
ー
ム
Ｃ
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
の
酸
化
作
用
が
、
ヤ
ヌ
ス
・
グ
リ
ー
ン
を
青
色

に
留
め
る
。
ド
イ
ツ
合
成
化
学
工
業
の
勃
興
と
軌
を
一
に
し
て
、
特
定
の
標
的
に
移
行

し
効
果
を
持
つ
化
学
物
質
「
＝
特
効
薬
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
た
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
研

な
ら
で
は
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　
後
に
、
免
疫
学
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
（
１
９
０
８
）、
秦
佐
八
郎
の
協

力
で
サ
ル
バ
ル
サ
ン
の
合
成
に
も
成
功
す
る
（
１
９
１
０
）
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
、
ベ
ル

リ
ン
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
初
代
教
授
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
の
研
究
室
に
招
聘
さ
れ

た
の
は
１
８
９
１
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
年
前
、
コ
ッ
ホ
研
で
は
北
里
柴
三
郎
が

破
傷
風
の
血
清
療
法
を
開
発
し
、
そ
の
指
導
の
も
と
に
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ー
リ
ン
グ
が
ジ

フ
テ
リ
ア
の
血
清
療
法
に
成
功
し
て
い
た
（
１
９
０
１
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
・
マ
ー
ル
ブ

ル
グ
大
学
衛
生
学
教
授
）。
コ
ッ
ホ
自
身
も
結
核
の
治
療
法
と
し
て
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

療
法
を
提
案
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
（
今
で
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
：

antigen85

複
合
体
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
タ
ン
パ
ク
質
の
う
ち
、
Ｃ
タ
ン
パ
ク
質
が
熱
変
性

し
易
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
コ
ッ
ホ
が
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
グ
リ
セ
リ
ン
抽
出
後
、
加
熱
滅

菌
し
て
い
た
た
め
と
理
解
さ
れ
て
い
る
）。
こ
う
し
た
、
感
染
症
へ
の
挑
戦
が
エ
ー
ル

リ
ッ
ヒ
の
「
特
効
薬
」「
化
学
療
法
」
と
い
う
概
念
へ
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
コ
ッ
ホ
は
、
感
染
症
の
原
因
特
定
の
基
準
を
「
コ
ッ
ホ
の
四
原
則
」
に
お
き
、
炭
疽

菌
（
１
８
７
６
）、
結
核
菌
（
１
８
８
２
）、
コ
レ
ラ
菌
（
１
８
８
３
）
な
ど
を
次
々
と

発
見
し
た
。
世
界
最
初
の
衛
生
学
教
授
で
あ
り
、
下
水
道
の
普
及
で
コ
レ
ラ
流
行
を
抑

制
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー

フ
ァ
ー
と
の
間
で
、
病
原
体
と
し
て
の
コ
レ
ラ
菌
に
対
す
る
賛
否
論
争
が
起
き
（
コ
ッ

ホ
・
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ァ
ー
論
争
）、
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ァ
ー
が
胃
酸
を
中
和
し
た
上

で
10
億
個
の
生
菌
を
飲
ん
だ
と
い
う
逸
話
は
有
名
で
あ
る
（
下
痢
は
し
た
、
が
発
病
し

な
か
っ
た
）。
１
９
０
５
年
、
結
核
菌
の
発
見
に
よ
り
コ
ッ
ホ
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
た
。

　
２
０
１
３
年
、
当
研
究
室
の
若
尾
准
教
授
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
セ
ン
ダ
イ

ウ
イ
ル
ス
由
来
ベ
ク
タ
ー
を
用
い
た
ヒ
ト
i
Ｐ
Ｓ
細
胞
樹
立
を
報
告
し
た
。
セ
ン
ダ
イ

ウ
イ
ル
ス
は
核
に
移
行
し
な
い
の
で
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
中
西
博
士
が
開
発
し

た
こ
の
i
Ｐ
Ｓ
技
術
は
ゲ
ノ
ム
を
修
飾
し
な
い
（
即
ち
、
理
論
的
に
ガ
ン
化
し
な
い
）。

樹
立
し
た
i
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
高
効
率
で
誘
導
さ
れ
た
粘
膜
関
連
イ
ン
バ
リ
ア
ン
ト
Ｔ

（
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｔ
）
細
胞
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
Ｔ
（
Ｎ
Ｋ
Ｔ
）
細
胞
の
一
種
に
分
類
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
﹇
９
﹈、
自
然
免
疫
と
獲
得
免
疫
を
繋
ぐ
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

マ
ウ
ス
に
多
く
ヒ
ト
に
稀
な
Ｎ
Ｋ
Ｔ
細
胞
と
は
逆
に
、
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｔ
細
胞
は
ヒ
ト
に
は
多

い
が
マ
ウ
ス
で
は
稀
で
あ
る
。
今
回
、
ヒ
ト
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｔ
細
胞
が
、
マ
ウ
ス
に
は
遺
伝
子

の
な
い
グ
ラ
ニ
ュ
ラ
イ
シ
ン
を
介
し
、
抗
酸
菌
増
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
﹇
10
﹈。
と
い
う
こ
と
は
、
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｔ
細
胞
が
稀
で
、
グ
ラ
ニ
ュ
ラ
イ
シ
ン
遺
伝
子

の
欠
損
し
た
げ
っ
歯
類
を
用
い
た
結
核
感
染
の
動
物
実
験
は
、
コ
ッ
ホ
の
四
原
則
の
三

番
目「
単
離
培
養
し
た
病
原
菌
を
用
い
て
実
験
動
物
で
同
じ
病
態
を
再
現
出
来
る
こ
と
」

を
、
厳
密
な
意
味
で
は
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
発
見
か
ら
１
３
１
年
か
か
っ

て
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
っ
た
小
さ
な
事
実
で
あ
る
。
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の
２
０
１
３
年
12
月
号
は
、
多
剤
耐
性
菌
に
対
す
る

抗
生
物
質
の
開
発
が
限
界
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
特
集
し
た
﹇
11
﹈。
２
０
１
４
年
４
月

30
日
、
世
界
保
健
機
構
も
「
30
年
以
上
に
わ
た
り
、
新
し
い
種
類
の
抗
生
物
質
は
開
発

さ
れ
て
い
な
い
」と
多
剤
耐
性
菌
細
菌
問
題
が
厳
し
い
局
面
に
あ
る
こ
と
を
警
告
し
た
。

グ
ラ
ニ
ュ
ラ
イ
シ
ン
は
細
胞
壁
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
よ
り
抗
菌
活
性
を
発
揮
す
る
と
い

う
点
で
、
抗
生
物
質
と
は
全
く
異
な
る
作
用
機
序
を
持
つ
。
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｔ
細
胞
は
、
思
春

期
以
後
減
少
す
る
ば
か
り
で
、
試
験
管
内
で
も
増
殖
し
な
い
。
と
す
れ
ば
、
i
Ｐ
Ｓ
化

し
た
細
胞
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｔ
細
胞
を
誘
導
し
、
本
人
に
戻
す
こ
と
で
感
染
症
発
症
を
予
防

す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
衛
生
学
で
コ
ッ
ホ
が
夢
に
見
た
か
も

し
れ
な
い
免
疫
細
胞
を
利
用
し
た
予
防
医
学
が
﹇
12
﹈、
多
剤
耐
性
菌
問
題
へ
の
一
つ
の

答
に
な
る
時
代
が
す
ぐ
傍
に
来
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

90
年
前
の
札
幌
か
ら
始
ま
り
、
過
去
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
っ
て

き
た
こ
の
お
ハ
ナ
シ
は
、
札
幌
で
未
来
を
見
つ
め
て
終
わ
る
。

16
年
半
、
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。



退任によせて

4

引用文献
[1].  藤田博美． 90 年史余話；Another story of the Mysterious Stranger. 北大医学部同窓会新聞．139: 8 ～ 9, 2011.　
[2]. 渡辺誠 , 神山昭男 , 齋藤健 , 寺沢浩一 , 藤田博美 , 齋藤和雄 . Leonor Michaelis と草創期の北大医学部 . 北海道医学雑誌　86: 203-
208, 2011.
[3]. 藤田博美，畠山鎮次，門松健治 . 一枚の写真から：レオノール・ミハエリスの札幌 . 生化学 84: 954-62, 2012. 
[4]. L Michaelis, L von Lagermarck. Die Abderhaldensche Schwangerschaftsdiagnose. Dtsch Med Wochenschr, 7: 316‒19, 1914.
[5]. U Deichmann. Beyond Popper and Polanyi: Leonor Michaelis, a Critical and Passionate Pioneer of Research at the Interface of 
Medicine, Enzymology, and Physical Chemistry. Perspect Biol Med, 55: 612-26, 2012.
[6]. S Granick. Ferritin. I. Physical and Chemical Properties of Horse Spleen Ferritin. J Biol Chem, 146: 451‒61, 1942.
[7]. S Granick, L Michaelis. Ferritin. II. Apoferritin of Horse Spleen. J Biol Chem, 147: 91‒97, 1943.
[8]. L Michaelis. Die vitale Farbung, eine Darstellungsmethode der Zellgranula. Arch mikr Anat Entwick, 55: 558-75, 1900.
[9]. 岩渕和也 . ナチュラルキラー T (natural killer T: NKT) 細胞の分化と機能 . 北里医学 , 41: 99-109, 2011.
[10]. H Wakao, K Yoshikiyo, U Koshimizu, T Furukawa, K Enomoto, T Matsunaga, T Tanaka, Y Yasutomi, T Yamada, H Minakami, J 
Tanaka, A Oda, T Sasaki, R Wakao, O Lantz, T Udagawa, Y Sekiya, K Higuchi, N Harada, K Nishimura, M Ohtaka, M Nakanishi and H 
Fujita: Expansion of functional human mucosal-associated invariant T cells via reprogramming to pluripotency and redifferentiation.  
Cell Stem Cell, 12: 546-58, 2013.
[11]. R Laxminarayan, A Duse, C Wattal, AKM Zaidi, HFL Wertheim, N Sumpradit, E Vlieghe, GL Hara, IM Gould, H Goossens, C Greko, 
AD So, M Bigdeli, G Tomson, W Woodhouse, E Ombaka, AQ Peralta, FN Qamar, F Mir, S Kariuki, Z qar A Bhutta, A Coates, R Bergstrom, 
GD Wright, ED Brown, O Cars. Antibiotic resistance̶the need for global solutions.  Lancet Infect Dis, 13: 1057‒98, 2013.
[12]. 藤田博美 . 衛生学の見た夢 . 北海道医学雑誌 , 87: 173-74, 2012.


